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土浦市議会だより　№ 191

◆
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

「
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
医

師
確
保
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
永

年
「
国
立
病
院
」
と
し
て
親
し

ま
れ
、
土
浦
市
民
の
み
な
ら
ず
県

南
の
中
核
病
院
と
し
て
高
い
評
価

と
信
頼
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
診
療
科
が
縮
小
さ

れ
、
患
者
数
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
安
心
安

全
に
暮
ら
す
こ
と
に
不
安
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

態
か
ら
１
日
も
早
く
脱
却
し
、
県

南
の
中
核
病
院
と
し
て
の
体
制
を

維
持
す
る
た
め
、
医
師
確
保
の
支

援
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
を
求

め
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
厚

生
労
働
大
臣
・
総
務
大
臣
・
茨
城

県
知
事
】

　
　

　

神
立
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
整
備

方
針
の
も
と
、
地
元
説
明
会
や
戸

別
訪
問
等
に
よ
り
、
平
成
21
年
12

月
末
で
92.1
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
意
が

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
去
る
１
月

６
日
、
土
浦
市
長
と
、
か
す
み
が

う
ら
市
長
が
協
議
を
行
い
、
都
市

計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
き
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
は
、

土
浦
市
と
か
す
み
が
う
ら
市
で
一

部
事
務
組
合
を
設
立
し
、
国
・
県

と
協
議
し
な
が
ら
都
市
計
画
決
定

を
行
い
、
事
業
計
画
の
決
定
を
目

　

こ
の
た
び
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
先
輩
、
ま
た
同
僚
議
員

の
厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
第
45
代
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

土
浦
市
議
会
は
県
南
の
中
で
も
代
表
的
な
、
歴
史
の
あ
る
議
会
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

副
議
長

竹　

内　
　

裕

指
す
こ
と
か
ら
、
か
す
み
が
う
ら

市
と
の
連
携
を
深
め
、
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
。

◆
神
立
駅
周
辺
地
区
整
備
調
査

　

特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

久
松　
　

猛

　

副
委
員
長　
　
　

川
原
場
明
朗

　

委　
　

員　
　
　

井
坂　

正
典

　
　
　

〃　
　
　
　

海
老
原
一
郎

　
　
　

〃　
　
　
　

栁
澤　
　

明

　
　
　

〃　
　
　
　

矢
口　
　

清

　
　
　

〃　
　
　
　

竹
内　
　

裕

　
　
　

〃　
　
　
　

田
中　

涬
介

　

当
委
員
会
は
平
成
19
年
６
月

に
設
置
さ
れ
、
茨
城
県
市
町
村
課

か
ら
合
併
構
想
の
説
明
を
受
け
る

な
ど
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
き
た

が
、
隣
接
す
る
つ
く
ば
市
議
会
で

は
、
現
在
、
合
併
調
査
特
別
委
員

会
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、政
府
に
お
い
て
は
、

先
の
閣
議
で
合
併
の
推
進
に
向
け

た
国
・
県
に
よ
る
積
極
的
な
関
与

を
廃
止
す
る
合
併
特
例
法
の
改
正

案
を
決
定
し
た
こ
と
や
、
現
段
階

で
の
近
隣
自
治
体
の
合
併
に
対
す

る
気
運
醸
成
は
十
分
で
な
い
こ
と

か
ら
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
本

市
の
新
た
な
合
併
の
動
き
は
な
い

も
の
と
判
断
し
、
委
員
総
意
に
よ

り
、
当
委
員
会
の
調
査
・
研
究
は

終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

◆
市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

本
橋　

道
明

　

副
委
員
長　
　
　

内
田　

卓
男

　

委　
　

員　
　
　

吉
田
千
鶴
子

　
　
　

〃　
　
　
　

矢
口　
　

清

　
　
　

〃　
　
　
　

竹
内　
　

裕

　
　
　

〃　
　
　
　

川
口　

玉
留

　
　
　

〃　
　
　
　

松
本　

茂
男

◆
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る

民
法
の
一
部
改
正
」
に
反
対
を
求

め
る
意
見
書

　

今
日
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
関

す
る
国
民
世
論
は
分
か
れ
て
お

り
、
国
民
的
合
意
に
至
っ
て
い
な

い
。
本
来
、
民
法
は
家
族
を
保
護

す
る
為
の
基
本
的
な
法
制
度
で
あ

り
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
夫
婦
の
一
体
感
の
希

薄
化
や
、
離
婚
が
容
易
に
出
来
る

社
会
形
成
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
一
部
の
働
く
女
性
か
ら

旧
姓
使
用
を
求
め
る
声
も
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
各
分
野
の

運
用
面
で
の
対
応
等
で
、
現
実
的

方
策
に
よ
る
解
決
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民

法
の
一
部
改
正
」
に
反
対
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
衆

議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
】

神
立
駅
周
辺
地
区
整
備
調
査

特
別
委
員
会
報
告
（
要
旨
）

市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員

会
報
告
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

　

市
民
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
で

も
、
そ
れ
が
国
の
仕
事
で
あ
っ
た

り
、
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
り
す
る

場
合
、
市
の
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議
会
の

意
思
と
し
て
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
行
政
機
関
の
ほ
か
、
政
府
な
ど

に
「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
問
題

の
積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

霞ヶ浦医療センター霞ヶ浦医療センター

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ


